
認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、誰
で
も

な
り
得
る
も
の
で
す
。
厚
生
労
働
省
の
推
計

で
は
、２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
５
人

に
１
人
が
認
知
症
か
そ
の
予
備
群
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。認
知
症
に
な
っ
た
時
、本

人
の
戸
惑
い
、不
安
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、介

護
す
る
家
族
も
同
じ
よ
う
に
戸
惑
い
、不
安

を
感
じ
ま
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
人
が
増
え
、本

人
・
家
族
の
声
に
寄
り
添
い
、さ
り
げ
な
い

支
援
が
で
き
る
人
が
増
え
る
こ
と
で「
認
知

症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
」に
近
づ
け
ま
す
。

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す
。

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
が
進
む
こ
と
を
目

的
に
、世
界
中
で
啓け

い
も
う蒙

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、こ
の
機
会
に
認
知
症
に
つ
い
て
知
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

そ
し
て「
認
知
症
に
な
っ

て
も
、心
配
せ
ん
で
え
え
で
」と
言
い
合
え
る

地
域
を
、一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 　

▪
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
の
取
り
組
み

《
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
》

時
９
月
13
日
㈪
～
26
日
㈰

場
田
辺
城
、赤
れ
ん
が
５
号
棟

《
東
西
図
書
館
de
認
知
症
コ
ー
ナ
ー
》

時
９
月
30
日
㈭
ま
で

《
認
知
症
啓
発
コ
ー
ナ
ー
》

❖
市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー
…
９
月
７
日
㈫
～

10
日
㈮

❖
西
支
所
１
階
ロ
ビ
ー
…
９
月
11
日
㈯
～
17
日
㈮

《
ラ
ジ
オ
de
認
知
症
コ
ー
ナ
ー
》

時
９
月
６
日
～
27
日
の
毎
週
月
曜
日
、16
時
か
ら

内
Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
で
放
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
高
齢
者
支
援
課
》

認
知
症
に
なって
も

「
自
分
ら
し
く
、笑
顔
で
暮
ら
せ
る
舞ま

ち鶴
」へ

《昨年の取組》　（左から）田辺城のライトアップ、図書館の特設コーナー、街頭啓発

「介護は母のペースに合わせ笑顔で!」　　岡野 なをみ さん

母の介護を７年前からしています。長年、訪問看護の仕事をしていたので、
あまり大変だと思いません。在宅介護は母のペースに合わせ、常に笑顔で
接するように心掛けています。歌を歌ったり「おはよう」と声掛けをした
ときに母の満面の笑顔が見れると嬉しいです。私の名前や娘ということ
を忘れていることも多い母ですが、テレビでオリンピックを見ていた時、
頭が活性化されたのか、半年ぶりに私の名前を呼んでくれたことがとても
嬉しかったです。オリンピック効果はすごいですね!

自分が持っている知識を生かせないかと思い、市が実施している「認知
症介護家族のつどい」には毎回参加し、ほかの参加者の悩みや相談を受け、
時にはアドバイスをしています。悩みなどはほかの人に話すだけで気持
ちが楽になるので介護をしている人はぜひ参加してほしいです。

認
知
症
は
誰
で
も
な
り
得
る

認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫

～認知症の人を介護する家族の声～

▲ （左）岡野なをみさん、（右）母の今西美知子さん

【
有
料
広
告
】

S
D
G
s
未
来
都
市
・
モ
デ
ル
事
業
選
定
都

市「
舞
鶴
」担
い
手
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

8
月
5
日
に
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
で
行
政
・

企
業（
５
社
）・
高
等
学
校
等（
市
内
４
校
）が
参

加
し
、バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
や
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
、ま
ち
づ
く
り
と
防
災
に
つ
い
て
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
推
し
進
め
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
取
り
組
み
を
発
表
・
共
有
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
貧
困
や
不
平
等
、エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
気
候
変
動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
解
決
し
、よ
り
良
い
未
来
を
目
指
す

た
め
、世
界
中
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

行
動
に
移
し
、み
ん
な
で
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
50
年
後
、１
０
０

年
後
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の

連
携
・
促
進
を
進
め
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、企
画
政
策
課（
☎
66
・１
０
４
２
）へ
。

▪集団接種をより早く、多くの人へ接種できる方法へ
変更しました
これまで、65歳以上の高齢者への接種では、転倒のリ

スクなどを減らすため、医師が移動する方法を取って
きましたが、対象者の年代が下がってきたことから、プ
ライバシーに配慮しつつ、より多くの人に接種ができ
るよう、接種者が医師のいる接種ブースへ移動し接種
を受け、別のブースで経過観察を行うように改めました。

▪若年層の積極的な接種を
～舞鶴医師会・市内公的４病院からのお願い～

市内でも新型コロナウイルス感染症の急速な拡大が続
いています。感染拡大を防ぎ、感染を抑えていくには、三
密を避け、マスクの着用や手洗い・うがいなどの基本的
な感染防止対策を徹底するほか、集団免疫を獲得するた
めワクチン接種の推進が必要です。現在64歳以下の接種
を進めています。特に活動的な20～30代の皆さんは積
極的な接種をお願いします。インターネット上に流れて
いる非科学的な情報を信じて接種を避けない
ようお願いします（詳しくは、市ホームペー
ジで。右コードからアクセス可）。

▲待機場所と接種イメージ（実際はカーテンで遮
しゃへい

蔽しています）

問新型コロナワクチン接種コールセンター
（☎68・9225、平日9時～17時）

▪平日の日時追加で早めの接種
現在、ワクチン接種希望時間帯のうち、土曜日

に希望が集中しており、接種できる日程が遅くなっ
ています。また、平日午前も希望者が多いほか、文
化公園体育館が午後のみの開催のため混雑して
います。平日午後の時間帯に変更いただくことで
比較的早期に接種できます。希望時間帯の変更は
コールセンターか市ホームページお
問い合わせフォーム（右コードからア
クセス可）で受け付けています。
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ワクチン接種に関するお知らせ
新型コロナウイルス感染症


